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2024 年８月１日 
各 位 

会 社 名 
代表者名 代表取締役社長 C E O   田中 秀夫

  (コード番号：２９８２ 東証プライム) 

問合せ先 執行役員 経営企画部門 部門長 山野 潤 
電話番号 ０３－５２５１－７６４１ 

 
 
 

長期経営方針「北極星・ビジョン・バリュー」の策定に関するお知らせ 

 
 
  当社は、2024 年８月１日の取締役会において、当社グループの長期経営方針となる「北極星・ビジョン・バ

リュー」を決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

当社は、昨年８月に「当社グループの 10 年後を見据え、目指すべき方向性として不動の位置で光り輝く

『北極星』を特定する」ことを目的とした「北極星 PJ 推進室」を設置して以降、グループ全体で議論を重ね

てまいりました。 

そして今般、１年にわたる議論の末に、当社グループの 10 年後のありたい姿、社会に対して成し遂げたい

ことを「北極星・ビジョン・バリュー」として言語化いたしました。 

 

 

  当該内容につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

   【添付資料】 

     ＡＤワークスグループ 北極星・ビジョン・バリュー 

 

 

今後、当社グループは北極星を起点とした経営を推進いたします。 

 

 

以 上 



北極星・ビジョン・バリュー

2024 年 ８月 １日

株式会社ＡＤワークスグループ（東証プライム：2982）
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ワクを超える

しなやかな発創で、

世界を色鮮やかに染め直す。

北極星

私たちは、北極星・ビジョン・バリューを策定しました。

2023年度からグループ横断でのワークショップやディスカッションを行い、

10年先の私たちの「ありたい姿」「社会に対して成し遂げたいこと」を言語化してきました。

｜北極星 ビジョン バリュー
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ワクを超えるしなやかな発創で、世界を色鮮やかに染め直す。

世界は常に変化していく。

これまで当たり前と思われていたことも、

人々を縛り、社会の可能性を閉ざす「ワク」となっていく。

だからこそ、私たちは、既存の「ワク」にとらわれない視座で

社会を見つめ直す。

しなやかに想像力をはたらかせ、価値を創り出していく。

今を生きる人々、これからの社会のために、私たちは一歩ずつ歩み続けていく。

ADWGグループは、

組織、既存の概念、常識、さまざまな「ワク」を超える、

しなやかな発想力と創造力で、

世界を色鮮やかに染め直していきます。

国境を超えて、染色業の発展に尽力した創業期。

染色業にとどまらず、多彩な領域へチャレンジを重ねてきた。

不動産に軸足を置いた今もなお、業界の常識や事業領域にとらわれない

価値を追求してきた。

100年以上の歴史を振り返れば、

私たちはいつの時代も、人々や社会をより豊かにしたいという想いで

さまざまな「ワク」を超えて価値を生みだしてきた。

しかしそれは結果に過ぎない。

私たちの原点である染物が、ゆっくりと、

しかし着実に色を深めることで鮮やかになっていくように、

小さな、でも信念のこもった、しなやかな一歩の積み重ねこそが、

「ワク」を超えた価値の創造に繋がると、私たちは信じている。

北極星 - 私たちの存在意義

Story

｜北極星 ビジョン バリュー
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BtoCシェア 40％

私たちは、不動産業に重きを置くようになって以降、企業や富裕層へのサービスを通して社会貢献を果たしてきました。
これからの10年の間では、直接的ステークホルダーへの経済的価値の提供のみならず「世の中の富の循環」にまで視野を広げて、世
の中を個人の選択肢と可能性に溢れたものにしていきたいと考えています。その為、私たちは「これから飛躍する個人」にも直接的
に当社のサービスを届けるための挑戦を繰り返します。
その結果として、私たちが創ったサービスが世の中にとっての「新しい当たり前」になること、業績においては「税前利益200億
円」「BtoCシェア40％」に到達することを目指します。

税前利益 200億円

6.5億 9.1億

20.6億

FY2021 FY2022 FY2023 FY2034

200億

※不特定多数の顧客を対象とする事業を「BtoC」と定義。
現存事業では、不動産小口化事業と海外のMLSL事業が該当。

企業/富裕層向け BtoC

16％ 40％
2034年度限界利益

約400億円

2023年度限界利益

約65億円

富の循環を創出し、誰もが心に火を灯せる社会をつくる

Vision - 私たちの志

｜北極星 ビジョン バリュー
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｜北極星 ビジョン バリュー
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Value - 私たちの価値観

全体最適

自分はどうしたいのか？自分にできることは何か？
仲間に対する尊重と賞賛を欠かさず、助け合うことが新たな価値を生み出す。
一人ひとりが主体的に強みを発揮し、組織や社会に共創を巻き起こそう。

信念をもって行動しているか？人や社会に誠実に向き合っているか？
仕事に誇りをもち、誠実な姿勢で信念を貫くことが信頼につながる。
ステークホルダーとの信頼を築きながら、最大の成果を創出しよう。

全体最適で思考しているか？狭い世界に捉われていないか？
チーム、会社、そして社会全体に視野を広げることが個の最適化につながる。
常により高い視座で本質を捉え、より良い社会を実現する挑戦をしよう。

「“しな”やかに“変”化」しているか？新たな挑戦を忘れていないか？
変化を前向きに捉え、楽しみながら新たな価値創造に挑もう。
小さな遊び心の積み重ねが、世界に大きな変化をもたらす。

Integr i t y

Take the Lead

Sh inahen !
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Vision

富の循環を創出し、

誰もが心に火を灯せる社会をつくる

私たちの存在意義

私たちの価値観

北極星

ワクを超えるしなやかな発創で、

世界を色鮮やかに染め直す。

Value

全体最適

Integrity

Take the Lead

Shinahen !

私たちの志

｜北極星 ビジョン バリュー

税前利益200億円/BtoCシェア40％
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2023年下期より、「北極星PJ推進室」を編成。プロジェクトメンバーだけでなく、グループ横断で全社員参加型のワークショップ

やディスカッションを何度も行い、10年先の私たちの「ありたい姿」や「社会に対して成し遂げたいこと」を描いてきました。

130年を超える当社の歴史を紐解いたり、あるときは未来に想いを馳せながら、ひとつひとつのキーワードが生み出されました。

｜北極星 ビジョン バリュー

2024年7月2024年3月2023年11月2023年7月

全社員を対象に、会社に対する意見を収集

するアンケートを実施。

ワークショップでは、アンケート結果をも

とに直接意見を交わしながら、社員が一丸

となるために本当に必要なことは、同じ存

在意義を感じながら働くことだと考える

きっかけとなった。

01 会社に対する考えを話し合う
ワークショップ

02 自身の北極星について考える
ワークショップ

03 北極星を紐解くワークショップ

社員一人ひとりが心の中で本当に大切にし

ているものは何かをクリエイティブな方法

で表現した。

自身の信念に従って、当社でやりたいこと

はなんだろう。やるべきことはなんだろう。

会社と自身の繋がりも改めて感じることが

できた。

北極星という大きな存在意義を掲げるにあた

り、今一度「会社と世界」「会社と社員」は

どのように繋がっているかディスカッション

した。

私たち一人ひとりが会社を通して世界と繋

がっている。胸を張って存在意義を、志を掲

げる準備が整った。

策定までの流れ

Phase1
会社に対する意見の収集

Phase2
当社の過去・現在・未来の分析
社員一人ひとりの価値観を知る

Phase3
北極星・ビジョン・バリューを描く
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｜策定にあたってのコメント

鈴木 俊也
(株)ＡＤワークスグループ専務取締役
北極星PJ推進室室長

１年にわたり全従業員で議論を重ねた

北極星（存在意義）、ビジョン（志）、バリュー（価値観）が完成いたしました。

私たちは、既存のワクにとらわれない高い視座と、しなやかな発想力と創造力で

新たな価値を創造し、誰もが心に火を灯せる社会を目指して挑戦してきたいと思

います。

策定までの過程で、社員一人ひとりが

持つ思いを知ることができました。

この北極星の策定は、私たちが世界に

より価値あるものを提供する準備が

整ったに過ぎないと考えています。

今後この北極星をもとに、一人でも多

くのステークホルダーに満足していた

だけるよう社員一同努めてまいります。

当社で様々な経験をさせてもらう中で、

今回、北極星等の策定に携われたことを

嬉しく思います。

そして、この北極星を体現できるように

一社員として推進していく責任も感じて

います。

困難なこともありましたが、この先の未

来のために必要なプロセスであったと確

信しています。
望月珠実

(株)ＡＤワークスグループ
財務経理部門 経理部

鈴木優輝
(株) エー・ディー・ワークス
投資不動産事業本部営業部


